
2025年11月

2025年9月期（FY25） 決算説明資料

テモナ株式会社
証券コード3985サブスクで

世の中を豊かに



1

本日のアジェンダ

Page項目カテゴリNo

03不正アクセスによるシステム障害の対応状況不正アクセスによるシス
テム障害の対応状況１

05決算概要

決算概要２

06損益計算書（前年同期⽐）

07損益計算書（四半期推移）

08修正後の通期連結業績予想と実績の⽐較

09貸借対照表（前期末⽐）

11アカウント数（四半期推移）

サービス別概況３ 12顧客セグメント別流通総額推移（四半期推移）

13収益性質別推移（四半期推移）

15経営体制の変更

2026年9月期 経営方針４
162026年9月期 経営方針

17EC⽀援・エンジニアリング事業の事業戦略（注⼒ポイント）

18フィンテック事業の事業戦略（注⼒ポイント）



2

１．不正アクセスによるシステム障害の対応状況
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不正アクセスによるシステム障害の対応状況
＜経緯＞
2025年10月24日(⾦)に当社が運営するECカートシステム「たまごリピート」のサーバー
ログを監視していたところ、⼀部のサーバーに異常なアクセスを検知したため、直ちに調
査実施したところ⼀部のサーバーに第三者による不正アクセスと考えられる痕跡を把握し
たことから、サーバーからネットワークを切り離すなど必要な対策を実施しました。また、
さらなる被害拡⼤防⽌のため、不正アクセスの疑いがあるサーバーも⼀時的にネットワー
クから隔離するなどの対応を⾏いました。

＜現在の調査・対応状況＞
現在、外部専門家への調査委託しており、侵⼊方法並びに経路の特定、データなどの外部
流出の可能性などの影響範囲について、調査・対応を進めております。

＜本事象による業績への影響＞
本事象に関連する調査費⽤などの追加コスト等について合理的な⾒積もりが困難な状況で
あることから、2026年９月期の連結業績予想につきましては未定としております。また、
2026年９月期の財政状態及び経営成績に重要な影響を及ぼすことが明らかになった場合
には、速やかに開示いたします。
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２．決算概要



・総アカウント数が減少するも、受託開発収益等の増加により売上高は0.4%増の18億32百万円
・内製化や経営効率化推進によるコスト削減もあり、営業利益は155百万円と⿊字化
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決算概要

18億32百万円 155百万円

1,223億円6億62百万円 935件

*ARRは期末月のMonthly Recurring Revenueに12を乗じて算出。

売上高 営業利益

ＡＲＲ GMV(流通総額) 総アカウント数

6.88円

１株あたり当期純利益

（前期⽐︓0.4％） （前期︓△56百万円） （前期︓△36.84円）

（前年⽐︓△6.4％） （前年⽐︓△1.4％） （前年⽐︓△12.1％）
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損益計算書（前年⽐）

FY25 連結実績FY24 連結実績

増減率（％）構成⽐（％）実績構成⽐（％）実績

0.4100.01,832100.01,825売上高

△3.746.785648.7888売上原価

4.253.397651.3937売上総利益

△17.444.882054.4993販管費

－8.5155△3.1△56営業利益

117.80.350.12営業外収益

91.30.580.24営業外費⽤

－8.4153△3.2△58経常利益

91.00.7130.46特別利益

△96.60.5814.0256特別損失

－8.6157△16.8△307税⾦等調整前当期純利益

―4.073△21.6△393親会社株主に帰属する当期純利益

・売上総利益率は内製化促進したことで53.3%と前年同期から2.0pt改善
・⼈員の適正再配置等の経営効率化の推進によりコスト減少が進んだことで営業⿊字化

単位︓百万円
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損益計算書（四半期推移）

FY25 4Q連結FY25 3Q連結FY25 2Q連結FY25 1Q連結

構成⽐(％)実績構成⽐(％)実績構成⽐(％)実績構成⽐(％)実績

100.0452100.0443100.0466100.0469売上高

76.034478.034576.635777.8365（ EC⽀援事業 ）

22.710221.69523.410922.2104（ エンジニアリング事業 ）

1.250.410.10－－（ フィンテック事業 ）

50.822947.320945.521243.5204売上原価

49.222252.723354.525456.5265売上総利益

43.919843.519243.120148.5227販管費

5.3239.24011.4538.137営業利益

－115－112－113－127正社員数 ※1

－5－5－8－7非正社員数 ※2

※1 各四半期の末日における正社員、執⾏役員の⼈数。
※2 各四半期の末日における契約社員、アルバイト、嘱託社員、派遣社員の⼈数。

・EC⽀援事業はアカウント数減少するも、ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ領域のカスタマイズ案件は伸張
・エンジニアリング事業は受託開発・SESともに堅調に推移
・フィンテック事業は取扱高伸張しているが、17期売上高への貢献は限定的
・内製化促進、経営効率化によるコスト削減が進み、営業利益は⿊字化を継続 単位︓百万円

（正社員数・非正社員数は⼈数）



8

修正後の通期連結業績予想と実績の⽐較

単位︓百万円●FY24実績と修正後予想の⽐較

⽐較FY25 通期 連結業績予想
(2025/5/14_修正後予想)FY2５ 通期 連結業績実績

増減率増減額予想実績

△1.9%△341,8671,832売上高

6.1%8146155営業利益

5.0%7145153経常利益

△14.9%△128673親会社株主に帰属する当期純利益

・エンジニアリング事業は堅調に推移したものの、想定よりも伸び悩んだことから、売上高は1.9％減
の1,832百万円となった。
・業務効率化・⼈員の適正再配置等の経営効率化の推進により、予想よりもコストが減少したことで、
営業利益・経常利益は予想を上回り、それぞれ6.1%増の155百万円、5.0％増の153百万円となった。
・2026 年 9 月期の連結業績予想について、現時点で合理的に算定することが困難であることから未
定としていることに鑑み、繰延税⾦資産の⼀部を取崩し、法⼈税等調整額 45 百万円を計上したため、
親会社株主に帰属する当期純利益は14.9％減の73百万円となった。
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貸借対照表（前期末⽐）

増減FY25 期末
連結

FY24 期末
連結

3211,231910現⾦及び預⾦

△41158199売掛⾦及び契約資産

4511267その他の流動資産

3251,5021,177流動資産計

305727有形固定資産

△42164206無形固定資産

△8841130投資その他の資産

△100263364固定資産計

2241,7661,541資産合計

増減FY25 期末
連結

FY24 期末
連結

206747買掛⾦

45538492その他の流動負債

91392301固定負債

157998840負債合計

0386386資本⾦

0378377資本剰余⾦

73555481利益剰余⾦

2△579△582自己株式

△102334新株予約権

022非⽀配株主持分

67767700純資産合計

2241,7661,541負債・純資産合計

・借⼊⾦の実⾏や⿊字化に伴う営業CFの増加により、現⾦及び預⾦が321百万円増加

単位︓百万円
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３．サービス別概況



385 365 355 329

396 386 375 376

174 172 169 163

18
19 19

19

63
53 47

48

1,036 
995 965 935

25.1Q 25.2Q 25.3Q 25.4Q

サブスクストア たまごリピート サブスクアット サブスクストアB2B その他
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アカウント数（四半期推移）

単位︓件数

・サブスクストアはアカウント数の減少傾向が続く
・たまごリピートは減少傾向にあるものの、減少幅は縮小傾向
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顧客セグメント別流通総額推移（四半期推移）

113 102 103 100

108
107 99 98

69
63 67 69

7
7 7 8

23 
30 22 22

319 308 299 296

25.1Q 25.2Q 25.3Q 25.4Q

化粧品、医薬品 健康食品 食品、飲料、酒類 生活雑貨、家具、インテリア その他

・アカウント数減少するも、各四半期概ね300億円前後で推移

単位︓億円



171 168 167 165

102 102 72 72

110 105 
105 103

85 90 
97 111

469 466 
443 452

25.1Q 25.2Q 25.3Q 25.4Q

リカーリング収益 受託開発収益 決済⼿数料収益 その他収益
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収益性質別推移（四半期推移）

単位︓百万円

・サブスクストア、たまごリピートのアカウント数の減少もあり、リカーリング収益は減少傾向
・システムエンジニアリングサービスの提供先増加などでその他収益は増加傾向
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４. 2026年9月期 経営方針
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経営体制の変更
事業環境の変化に迅速に対応し、当社グループの持続的な成⻑とさらなる企業価値の向上
を図るため、2025年10月１日より佐川及び本多２名を代表取締役とする共同代表制へと
移⾏

管掌領域氏名役割

EC⽀援事業
エンジニアリング事業本多渉代表取締役社⻑

フィンテック事業佐川隼⼈代表取締役会⻑
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2026年9月期 経営方針

2025年9月期
基本戦略

2025年9月期の方針を継続しつつ、注⼒ポイントを明確にしながら戦略実⾏を加速させ、
収益の拡⼤及び収益性の改善を図る

2026年9月期
事業戦略（注⼒ポイント）事業セグメント

① リアル店舗向けEC サブス
ク＠の『BCモール』の拡⼤

② クリエイティブ案件の強化
③ たまごリピート、サブスク

ストア等の継続的開発強化

●EC⽀援事業
●エンジニアリン
グ事業

④フィンテック事業の拡⼤●フィンテック事
業

①新たな事業領域で
のサービス提供

②既存サービスの機
能強化と販売促進

③テモナグループの
連携強化による価値
の最⼤化
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EC⽀援・エンジニアリング事業の事業戦略（注⼒ポイント）

• 2025年４月よりエンジニア機能をサックルに統合したことで、従来サックル社のエンジニ
アのみで対応していたクリエイティブ案件をグループ全体で対応。

• 「たまごリピート」や「サブスクストア」の加盟店（顧客）の取り扱い商品（主に健康食
品や美容製品など）を、テモナ提供のリアル店舗マーケット『BCモール』に積極的に組み
⼊れる等、付加価値の向上を目指す。（2025年9月期下期より継続）

• 当社も積極的に『BCモール』商流に参画し、メーカー・ディーラーとサブスク＠加盟店の
橋渡しに注⼒し、 『BCモール』のGMV拡⼤を目指す。

①リアル店舗向けEC サブスク＠の『BCモール』の拡⼤

②クリエイティブ案件の強化

• カートシステム「サブスクストア」や「たまごリピート」、周辺サービスの「ECield （イ
ーシールド） 」などの提供サービスの機能アップデートを継続的に実施し、各製品で、加
盟店の運⽤コスト削減や売上向上に貢献できる開発を推進していく。

③たまごリピート、サブスクストア等の継続的な開発強化
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フィンテック事業の事業戦略（注⼒ポイント）

企業の事業運営に必要な機器をサブスク形式で提供するサービスである「サブスククレジッ
ト」を継続推進し、当サービスを建築現場で利⽤する⾜場に特化させた 「⾜場サブスク」を
⽴ち上げ、更なる事業拡⼤を目指す。

④フィンテック事業の拡⼤
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１．当社について
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会社概要

サブスクが広がることにより、多くの事業者が、本質的かつ価値の高いサービスを提供し、
⼈々の満⾜を追求し続けることで、豊かな世の中が実現されます。サブスクに特化したテクノロジー
とノウハウで事業者⽀援を⾏い「サブスクで世の中を豊かにする」ことが、私達のパーパスです。

会社基本情報

主な提供サービス

テモナ株式会社会社名

2008年10月設⽴

3億8,692万円資本⾦

代表取締役会⻑ 佐川隼⼈
代表取締役社⻑ 本多渉代表者

東京都渋谷区渋谷3-2-3本社所在地

115名（2025年9月末_連結ベース）従業員数
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事業系統図

システム提供・営業活動

パートナー会社

システム利⽤料、オプション利⽤料、カスタマイズ料

⼿数料

営業活動

オプション機能
カスタマイズ

決済⼿数料決済⼿数料
決済機能

決済代⾏会社

販売(商品)

購⼊(代⾦)

販売(商品)

購⼊(代⾦)

システム提供・営業活動
システム利⽤料、LP制作料

⼿数料
営業活動
LP制作

決済⼿数料決済⼿数料
決済機能

決済代⾏会社

パートナー会社

消
費

者
（

エ
ン

ド
ユ

ー
ザ

ー
）

BtoC-EC

実店舗型
ビジネス

顧客

システム提供・営業活動
システム利⽤料、オプション利⽤料、カスタマイズ料

⼿数料
営業活動

オプション機能
カスタマイズ

決済⼿数料決済⼿数料
決済機能

パートナー会社

決済代⾏会社

販売(商品)

購⼊(代⾦)
BtoB-EC

サブスク
ストア

サブスク
アット

サブスク
ストア
B2B
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サービス概要／サブスクストア

サブスクストアは、ECでの単品通販・D2C・サブスクのビ
ジネスに必要な商品管理、顧客管理等の定期購⼊システム・
カートを⼀元管理できるクラウドシステムです。

料⾦プラン（税抜）

月額︓49,800円スタンダードプラン

月額︓79,800円プレミアムプラン

開発内容によるエキスパートプラン
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サービス概要／たまごリピート魂

「たまごリピート魂」とは、定期購⼊に特化したクラウド通販シス
テムです。従来のたまごリピートの⽼朽化した機能を最新化し、処
理速度を向上させ、専門的な機能を追加することで、単品通販・
D2C事業のあらゆる課題を解決します。

料⾦プラン（税抜）

月額︓49,800円ASPプラン

月額︓79,800円ゴールドプラン
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サービス概要／サブスクストアB2B

様々な業種のBtoBサブスクリプション事業に対応するワン
ストップ運営⽀援ツールです。卸業はもちろん、士業・コン
サル等の役務サービスや賃貸、保守、団体会費などにも対応
しています。

料⾦プラン（税抜）

月額︓79,800円
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サービス概要／サブスクアット

サブスクアットは、リアル店舗のサブスクリプションを⽀援
する店舗向け専⽤クラウドシステムです。会員特典や割引チ
ケット発⾏、会員管理、決済、来店予約の機能に加え、来店
促進の為のお知らせ機能も実装しています。

料⾦プラン（税抜）

お問い合わせください
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サービス概要／サブスククレジット

サブスククレジットは企業向けサブスク決済スキームです。リアル店舗での事業運営に必要な機器等をサブスク形式で提供す
るサービスで、多種多様な業態・事業フェーズに合わせて価値の提供を⾏っています。
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２．ご留意事項

本資料は、当社の事業内容及び業界動向について、現時点における予定、推定、見込み
又は予想に基づいた将来展望についても言及しております。

これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。

既に知られたもしくは未だにに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来
の展望に関する表明に含まれる内容と異なる結果を引き起こす可能性があります。

当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異
なる場合があります。

本資料における将来展望に関する表明は、2025年11月28日現在において利用可能な情報

に基づいて当社によりなされたものであり、将来の出来事や状況を反映して、将来展望
に関するいかなる表明の記載も更新し、変更するものではございません。

（お問い合わせ先）

E-mail：ir@temona.co.jp
URL：https://temona.co.jp/ir/contact/


